
　山都町には一級河川の緑川、五ヶ瀬川があ

り、２つの川に流れ込む数多くの支流がありま

す。無数の川は九州脊梁山地の険しい山々や

阿蘇外輪山の裾野にあたる町のいたるところ

に谷を刻み、台風の襲来も多く、これまで度々、

大雨による水害や土砂被害に見舞われてきまし

た。記憶に新しいところでは昭和63年5月3日、

平成18年6月26日に記録的な被害が発生して

います。

　そして平成2 8年6月、熊本地震からの復旧

がようやく軌道に乗りかけた矢先、今度は豪雨

が町を襲いました。住宅への浸水被害のほか、

道路被害そして、町の基幹産業である農林業

の生産基盤にも甚大な被害をもたらしました。

第一章

ま
た
も
豪
雨
が
町
に

多くの箇所で土砂崩れが発生

道路が崩壊し、通行止めに情報収集するバイク隊
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